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ラムサール条約湿地に登録された場所
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《企画制作》 法人 藤前干潟を守る会

猿投山
（豊田市）

海上の森
（瀬戸市）

藤前干潟は、ラムサール条約に日本で12番目に登録された湿地です。
森から川へ、川から干潟へ、干潟から海へと、水は流れています。
森から水とともに流れてきた栄養分により、干潟の生態系は成り立っています。
河口に位置する藤前干潟の自然環境を保全するためには、干潟に流れ込む川の上流の保全も
大切なことであり、また、それは、干潟を通って水が流れ込む海の保全にもつながります。

ラムサール条約とは、1971年に、イランのラムサールで採択された、「国際的に重要な湿地」に関する条約です。条約
にいう「湿地」は、干潟、藻場、珊瑚礁、マングローブ林、湿原、河川、水田、ダム、など山から海までの全ての水系と、最大
干潮時から－6ｍまでの浅海域が対象です。この「湿地」の生態系は、熱帯雨林と並ぶ高い生物生産力を持ち、農業や
漁業の場としても重要な環境です。ラムサール条約は、多様な生物のつながりによるはたらきの全体を保全すること
が大切との理解を広め、生態系を壊さず、その特質を活かしていこうという、国際的な「約束」です。
また、生物の多様性を包括的に保全することを目的とした条約に、生物多様性条約があります。
2010年10月には、生物多様性条約第10回締約国会議が名古屋市で開催されました。
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ぶ
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が
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ま
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。
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れ
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お
会
い
す
る
ま
で
。

越冬地越冬地

中継地中継地

繁殖地繁殖地

　渡り鳥は、夏季は繁殖のために餌の豊富な北へ渡り、
冬季は餌を確保できる南の地域へ渡ります。その距離は
１万キロを超える場合もあります。
　名古屋市は、渡りルート上にラムサール条約湿地を有
するオーストラリア・ジロング市と湿地提携を結び、国境
を越えて移動する渡り鳥の保全に共に取り組んでいます。

※藤前活動センターへは、名古屋駅の
名鉄バスセンターより、三重交通／
サンビーチ日光川行に乗って、南陽
町藤前下車、サークルK前から、西へ
2本目の通りを藤前公園に沿って南
へ徒歩10分。

干潟は、いつでも出ているわけではありません。
●稲永公園側から見る場合…1ｍ以下
●藤前側から見る場合…70ｃｍ以下
であれば、干潟を見ることができます。
潮位表で干潮時刻や潮位を確認し、お出かけください。
干潮時刻の1時間前くらいから干潟が見やすくなります。
潮位表は、新聞や名古屋港管理組合のHP等で確認できます。
（http://www.port-of-nagoya.jp
　/tidal/index.htm）

（http://www.port-of-nagoya.jp/
  tidal/mov-tyoui.htm）

藤前干潟

潮時をチェックしてお出かけください。

名古屋市環境情報ネット（http://www.kankyo-net.city.nagoya.jp/）では、
双方の湿地ライブ映像を配信しています。 

ジロング市

ケータイはこちら
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藤前干潟の景観を東側から見渡
せるビジターセンターです。干潟の
仕組みや渡り鳥の生態など、藤前
干潟について学ぶことができます。

庄内川河口に面し、望遠鏡を使って鳥
たちの姿や行動を観察できる施設で
す。施設内には30台の望遠鏡があり、
四季折々の水鳥たちを眺めることが
できます。

宝神水処理センターは、下水を、1日に150,000㎥処
理することができる施設です。構内の緑化に努め、周
囲の景観との調和をはかっています。

団体で利用される際は、事前にお申し込みください。

団体で利用される際は、事前にお申し込みください。

見学（土・日・祝祭日を除く）をご希望の際は、事前にお申し込みください。

●所在地／名古屋市港区野跡四丁目11－2（稲永公園内）
●入館料／無料　●開館時間／9時～16時30分
●休館日／毎週月曜日（国民の祝日又は振替休日の場合はその翌日）
　　　　　毎月第3水曜日（祝日の場合は第4水曜日）　年末年始（12月29日～1月3日）
●連絡先／環境省 稲永ビジターセンター 　TEL052－389－5821　FAX052－389－5822
●ホームページ／http://chubu.env.go.jp/wildlife/fujimae/index.html（環境省中部地方環境事務所）

●所在地／名古屋市港区野跡四丁目11－2（稲永公園内）
●入館料／無料　●開館時間／9時～16時30分
●休館日／毎週月曜日（国民の祝日又は振替休日の場合はその翌日）
　　　　　毎月第3水曜日（祝日の場合は第4水曜日）　年末年始（12月29日～1月3日）
●連絡先／名古屋市野鳥観察館　TEL/FAX052－381－0160
●ホームページ／http://www.inae-bird-watching-place.org（指定管理者：東海・稲永ネットワーク）

●所在地／名古屋市港区宝神四丁目2501
●連絡先／名古屋市南部宝神水処理事務所　TEL052－381－9274

野鳥観察館

宝神水処理センター

稲永ビジターセンター
ラムサール条約湿地藤前干潟

南陽工場 ＜焼却工場＞

藤前活動センター
ラムサール条約湿地藤前干潟

●所在地／名古屋市港区藤前二丁目101番地
●連絡先／名古屋市南陽工場　TEL052－303－0700　FAX052－303－0701

●連絡先／NPO法人 藤前干潟を守る会　TEL080－5157－2002
（予約受付時間／9:30－16:00まで（藤前活動センターの休館日を除く））
●ホームページ／http://www.fujimae.org

藤前干潟を正面に臨む施設です。干潟の生
きものに直接ふれあう体感学習や、いのち
のつながりとはたらきを学ぶことができま
す。

干潟では、鳥たちはカニやゴカイなどの底生生物を食べ、底生生物はプランクトンを食べます。
プランクトンは、川から流れ込む水の中の養分、チッソやリンなどを栄養としています。
また、プランクトンを食べて育った魚介類を、海の幸として私たちも食べています。
干潟のいのちのつながりが、水質の浄化（健康な海）と生物生産（漁業）を支えているのです。

可燃ごみを、1日1,500ｔ処理することができる施設で
す。名古屋市の可燃ごみの多くが南陽工場で燃やさ
れ、焼却灰等は、大部分は処分場へ運ばれ埋められ
ていますが、一部は民間事業者へ溶融処理委託する
ことにより資源化しています。藤前干潟の保全をきっかけにごみ減量に取り組んだ名古屋市は、
「ごみも資源も、減らす、生かす」を基本方針として、さらなるごみ減量に取り組んでいます。

藤前干潟とふれあう。

渡り鳥を支え、海の幸を育てる

自分の出すごみ、暮らしを見直そう。

地球のリズム、潮の干満を感じよう！

●所在地／名古屋市港区藤前二丁目202
●入館料／無料　●開館時間／9時～16時30分
●休館日／毎週月曜日（国民の祝日又は振替休日の場合はその翌日）
　　　　　毎月第3水曜日（祝日の場合は第4水曜日）　年末年始（12月29日～1月3日）
●連絡先／環境省 藤前活動センター 　TEL052－309－7260　FAX052－309－7261
●ホームページ／http://chubu.env.go.jp/wildlife/fujimae/index.html（環境省中部地方環境事務所）

藤前活動センターと稲永ビジターセンターを直接結ぶ公共交通機関はありませんが、
歩いた場合約1時間半、自転車で約15分です。※裏面のルートマップをご参照ください。（ ）

見学をご希望の際は、事前にお申し込みください。
（予約受付時間／9:00－12:00・13:00－17:00（土日祝を除く））

干潟は、渡り鳥やカニやゴカイのすみかです。
楽しいところですが、危ないところでもあります。
干潟に入ろうとする方は、藤前活動センターにおたずねください。

干潟は生きものたちのすみか、そっとおじゃまする気持ちで。

生きものたちをむやみにつかまえたり、もちかえらない。
見つけたこと、たのしいことは、分け合おう。

・野鳥に餌やりをしない。
・釣りをする場合は、釣り糸の後片付けなど、マナーを守る。（ ）

き
れ
い
な
ヨ
シ
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だ
ね
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鳥
も
た
く
さ
ん
い
る
よ
。

団体で利用される際は、事前にお申し込みください。

藤前干潟の日
モニュメント

ヤマトオサガニ
2002年11月18日にラムサール条約に
登録されたことを記念して、11月18日を、
「藤前干潟の日」としています。

宝神水処理センター
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